青山荘　　フェイスシート

平成22年12月27日　担当：木村　春子　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　清川　厚子　　様　　　　　男・女　　　　昭和29年6月12日生（56歳）

	
	〒039-1101　八戸市大字尻内町字尻内河原51－3　　　　　　　　　　電話　0178-23-3447

	
	病　　名
	主たる：軽度知的障害

従たる：情緒不安定性パーソナリティー障害
	合　併　症
	糖尿病（19単位）

白内障



	
	発症時期
	　昭和29年6月頃（生来性）
	罹 患 期 間
	約56年

	
	入院回数
	　　　　　7回
	延べ入院年数
	約4年6ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　川端Dr）
	外来受診日
	毎週水曜日（週1回）

	医療区分
	障害基礎年金1級
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	0円
	　　有・無（1級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金　1級　月額　（約8.3万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青山荘

	住まいの場
	　青山荘（入所中）

	入所年月日
	Ｈ　22年　12月　15日
	身長
	146cm
	体重
	56.5㎏

	最終学歴
	三条中学校卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	昭和46年～（3年程）　苫米地煎餅店（煎餅の生産作業一部）

昭和49年～（4年程）　東京ドレス（クリーニング作業・ドレス製作一部）

昭和53年～（3年程）　みかん工業（静岡県）（みかん缶詰仕分け作業）
	

	保　護　者
	氏　名　清川　良一　様　　　　　　　　　続柄　夫　　　（同居　・否）

	入所目的

本人：青山荘入所後は生活リズムを整え、家事全般が出来るようにしていく。また、金銭管理、間食コントロールも続けていく。

ご家族：自宅での生活を円滑に出来るように、食事作り、掃除、洗濯、早寝早起きが出来るようになる。



	治療経過要約

	期　　間　　　　　　　　　　　　　　入院・通院　　　　医療機関名　　　　　

①昭和56年1月29日　　～　　昭和56年2月27日　　　入院　　　八戸赤十字病院

②平成4年5月11日　　 ～　　平成4年7月11日　　　 入院　　　八戸赤十字病院

③平成16年1月19日　　～　　平成16年4月30日　　　入院　　　青南病院

④平成17年1月19日　　～　　平成17年3月20日　　　入院　　　青南病院

⑤平成17年7月12日　　～　　平成18年2月26日　　　入院　　　青南病院

⑥平成19年1月23日　　～　　平成19年5月  5日　 　入院　　  青南病院

⑦平成20年3月24日　　～　　平成22年12月15日　 　入院　　　青南病院

	現在の処方

	現在の処方

　①コリネールL（10）　 2T　　　　　　　 　　　　②ジアゼパム（2）　　　 1T

　　ディオバン（80）　  1T　　　　　　　 　　　　　　ロンフルマン（0.25）  1T

エビリファイ（12）  1T　　　　　　　　 　　　　ハルラック（0.125）　 1T      1×就床前

アローゼン（0.5）　 1P　2×朝・夕食後 　　　　　　

③デパケンR（200） 　4T　 2×朝食後      ④ﾂﾑﾗ24加味照逍遥散　3P

                                    マックターゼS　　  6T　　  3×毎食後

	生活歴

	
Ｓ４４出生



<経過>
S29八戸市にて同胞3名の末子として出生。生来精神遅滞であり、中学校卒業後就職し、10年ほどの間、職業を転々とする。S56.1.23痔の手術の為、八戸赤十字病院へ入院するが入院時に不眠・人物誤認・希死念慮等が出現し、同月29日に精神科に転科（S56.1.29～S56.2.27）。S63現在の夫と結婚。しかし、殆ど家事を行わず、家でテレビを見たり、カラオケへ出かけたりしていた。八戸赤十字病院退院後、自宅で生活していたが、不眠・拒否・独語・排尿困難が出現し2回の入退院を繰り返す。H16年1月、不眠・緘黙・疎通不慮で八戸赤十字病院受診するが、改善が見られず青南病院を紹介され入院となる。その後、訪問看護を利用しながら青南病院デイケアへ通所。しかし、何かと理由をつけてデイケア通所を拒否する。また、怠薬傾向にあり、特に下剤に対しての拒否があり、重度の便秘となる。外来受診時腸閉塞の危険性が高いことと、生活リズムに乱れがあることを理由にH17.7.12青南病院入院。入院加療により腹部症状は改善し、H18.2.26退院、青山荘入所となる。
青山荘入所後は忘薬が序々に改善され、服薬は確立されたものの、活動全般に対する拒否や、金銭・外出泊等の欲求の訴えが多く、欲求不満により無断外出をすることもあった。また、起床を促した職員に対しての粗暴行為が出現。主治医より注意を受けるが一時的な改善は見られるものの、その後も活動に対する拒否は続き、再度職員に対する粗暴行為・他利用者に対する攻撃的言動が出現。H19.1.23青南病院外来受診拒否するも、職員同行にて受診を行い、青南病院医療保護入院となる。退院後は再び生活訓練施設「青山荘」へ入所して、外来通院・精神科ﾃﾞｲｹｱ通所・訪問看護利用を継続していた。施設内の日課（入浴や掃除など）を行わず、職員から再三の指導を行っていたが、指導に対して拒絶・興奮・暴力（咬みつくなど）があった。平成20年3月18日頃より、発熱などの感冒症状があった。平成20年3月22日夕方頃より、「明日は何時に起きればいいのか」「何をすれば良いのか」と、同じ質問を2～3分おきに何度も職員に確認することがあった。翌3月23日より、幻視や幻聴の訴えがあり、食事摂取もままならない状態となる。その後も上記症状が続き、疎通も図れない状態となり、平成20年3月24日当院受診して医療保護入院となる。症状が安定しているが、家族（夫様）の援助で生活する為には、ＱＯＬの低さや、糖尿病に対しての疾病理解が不足している為、生活訓練と疾病教育が必要となり、青山荘への入所となる。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年12月27日（月）

	氏　名
	清川　厚子様
	男・女
	生年月日
	　昭和29年6月12日生（　56歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：生活リズムを整え、家事全般が出来るようになる。また、金銭管理、間食コントロールも継続する。

短期目標：糖尿病の為、1日360kcalまでの間食とウォーキングを継続。入浴が出来るようになる。

	病棟での生活状況

	病棟では、生活リズムの乱れはそれ程見られず、各プログラムへも参加出来ている。作業に関しては、１５週間続けて参加出来ており、評価し継続するよう指導している。保清面や入浴では、拒否的となる事あるが、再三のスタッフの声掛けにて行う事出来ている。自分の要求が通らない事に対し不貞腐れる事や、不調を訴え休もうとされる事見られており、スタッフ介入している。

以前より、外出・泊より帰院後の金銭管理の際に不明金が多く見られ、自分でも把握できていない事がある。

病棟では小遣い帳を使用した金銭管理を行っているが、浪費傾向が見られる。特に食べ物の買いすぎた場合など残金をごまかす事があり、その都度の確認を要する。体重管理ではウォーキングやストレッチを行うこととしており、購入したおやつは運動後に摂取するよう介入している。また外泊に出る前、帰院後に体重測定をするよう主治医より指示ある。

保清面では、頭皮垢目立ち、毎日の洗髪と本人用のベビーオイル塗布している。現在は、頭皮垢は徐々に改善してきているが、引き続き清潔を保てるよう指導している。

退院に向けて、8/25より単独外出に向けての訓練を行っている。金銭管理に関しては、外出・泊以外は不明金なし。体重も５５Kgとほぼ保てている。

現在の生活状況及び生活上の基礎能力等

服　　薬→1週間分の処方薬を自己管理し、職員の前で服用している。誤薬・忘薬等はない。

睡　　眠→夜間時の睡眠は安定している。

食　　事→糖尿病に対する理解が乏しい。また､食欲の自主制限することが困難である為､食事や買い物等に介入を要する。病院食は糖尿病食(19単位)を摂取。間食時や買い物は都度職員と摂取ｶﾛﾘｰを確認している。糖尿病に対する疾病指導や栄養指導を行い､疾病に対する理解の向上を図り､1日の間食量を設定する等の援助を行っている。

保　　清→入浴日を週3回（月・水・金曜日）と決めているが拒否することがある。随時、入浴するよう職員の介入を要している。また、頭皮垢があり、入浴前後に頭皮の確認を行ったり、洗髪方法の指導、振り返りを行っている。

掃　　除→身辺整理は職員からの促し、指導を要している。

洗　　濯→汚れた衣類はまとめておくことはできている。洗濯をすることについては、職員の促しを要している。　

日中活動→リハビリテーションプログラムを欠席することがある。体調不良を訴えた際は、訴えを傾聴すると共に、バイタルサイン測定を行い、異常がない場合は参加を促している。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	①健康管理

（（糖尿病・おやつは事務所預り）

・ウォーキング・散歩

・毎日の体重測定

	①毎日の体重測定

　　　毎朝体重測定を行い記入する。

②1日360ｋcalまでの間食を守るようにと、主治医より指示があり、訪問看護よりノートを預かり記入している。きちんと出来ているか確認する。

③間食前にウォーキングを20分行う。ウォーキングを行わずにおやつを貰いに来られることもある為、その都度振り返りを行う。

④散歩

　スケジュールに散歩を取り入れていく。


	3ヶ月

	②左足の親指の巻爪があり皮膚科受診

　頭皮垢についても診て貰う

入浴（月・水・金）


	①左足親指の巻爪があり皮膚科受診する。

②頭皮垢についても観て貰う。

③入浴は（月・水・金）と決めて、スケジュールに取り入れていく。拒否がある場合には、本人のペースに合わせながら、介入していく。

③洗濯は入浴後に行い、出来ていない時は声掛けし、介入していく。


	随時


プラン計画者　氏名：　木村　春子

修正プラン実施評価日： 　平成22年12月27日（月）　青山荘地域交流活動室












Ｓ63


結婚











Ｓ56八戸赤十字病院（痔の手術）症状が出現し一回目の入院





Ｈ16症状の改善がなく青南病院を紹介され入院。





Ｈ4不眠、拒否、独語があり、二度目の八戸赤十字病院入院。





Ｈ1８青山荘への一回目の入所





苫米地煎餅店（煎餅の生産）








東京ドレス（クリーニング等）





Ｈ19青山荘への二回目の入所





Ｈ17腸閉塞の危険性と生活リズムの乱れから入院。





Ｈ20四度目の青南病院入院





Ｓ44（15歳）


三条中学校卒業











みかん工場（静岡県）








